
　中央アジアに位置するウズベキスタン共和国は、旧ソビエト連邦の共和国でした。1991年の
ソ連崩壊によって、ウズベク・ソビエト社会主義共和国はウズベキスタン共和国として独立しま
した。
　国土面積は447,400㎢世界で55位。人口は2960万人（2015年44位）と小国ですが、古代よ
りシルクロードの中継地として栄えてきました。元	駐ウズベキスタン・特命全権大使	加藤文彦
氏がウズベキスタンの昨今を語ります。

★日　時：平成29年5月27日（土）午後1時30分～3時30分
★場　所：荻窪地域区民センター第1・2集会室 加藤文彦氏

元 駐ウズベキスタン大使講演会

　1月22日（日）、教育ジャーナリスト西東桂子氏による標題の講演会
が開催され、幼児を持つ母親・父親約30名が参加しました。
　思春期を安心して迎えるために、幼児期に何をすればよいのか、ど
んな言葉で子供と接するか等につき、豊富な事例を挙げながら分かり
易い解説が行われました。参加者は熱心にメモを取りながら講師の話
に耳を傾けました。「目からウロコだった」「心にストンと落ちた」等の
感想が寄せられ、参加したお父さんやお母さんに大変参考になったよ
うです。また、講師の穏和な口調や、緩急のある話し方、言葉使いの
やさしさにも感動したという人が多かったのも特筆すべき講座でした。

講座紹介

「幼児期の子育ては思春期を左右する」講座報告

　「宮前」の地名の変遷は、江戸時代の新田開発にさかのぼりま
す。江戸時代初期より、江戸幕府は増加した人口への対策や生産
力をあげるために新田開発を始め、現在の「宮前」周辺が拓かれ
て「大宮前新田」となりました。
　この新田開発は、豊島郡関村（現練馬区）の名主井口八郎右衛
門信忠が幕府から当時「千町野」と称された武蔵野原野の開発
を許され、寛文年間（1661～1673）におこなわれます。その面
積は、350町歩余（約350ヘクタール）あり、「大宮前」のほかに
も「無礼前」（現三鷹市）、「連雀新田前」（現三鷹市）、「関前」（現武
蔵野市）が拓かれました。「大宮前新田」と名付けられた由来は、
「和田大宮八幡宮」（大宮2-3-1）の前面にできた新田であるから
といわれています（文化財シリーズ19『杉並の地名』・井口大吉
「杉並の新田開発について」『杉並区郷土史会会報172号』）。
　次に地名が変わるのは、明治22年（1889）の市町村施行でし
た。江戸時代、杉並区域にあった20か村のうち、「大宮前新田」
と、「上、中、下高井戸村」、「松庵」、「久我山」の6か村が合併して
「高井戸村」ができます。この村の小字である「富士見浦・大下」、
「宮下」、「南中宿」、「北中宿」、「南本町」の5か所は、各々昭和7年
（1932）の改定時に「大宮前一丁目」から「大宮前五丁目」までに
変更されました。更に昭和44年（1969）の住居表示実施により
「大宮前一、二、五丁目」は各々「宮前一、二、五丁目」に、「大宮前
三丁目」は「宮前四丁目」、「大宮前四丁目」は「宮前三丁目」と変わ
り現在に至ります。

　前述の八郎右衛門
は、万治年間（1658
～60）、「大宮前新田」
内に「春日神社」（宮
前3-1-2）を勧請し
たと伝えられていま
す。当社は、昭和44年
（1969）の住居表示
実施により「大宮前四

丁目」から「宮前三丁目」に変わりましたが、参道入口には失われ
た旧地名を保存する意図から、「大宮前鎮守」と刻まれた石碑が
のこされています（写真1参照）。
　また、郷土博物館（大宮1-20-8）にある長屋門は、八郎右衛門
の末裔にあたる井口桂策家の表門でした。この長屋門は、井口金
重氏を代表とした「杉並の文化財を守る会」の請願もあり、昭和
49年（1974）に区へ寄贈され、昭和61年（1986）には区の有形
文化財（建造物）に指定されています（写真2参照）。長屋門の屋
根はもともと茅葺でしたが、防火のために銅板で覆い、博物館の
門として活用されています。

町名の由来と今 第6回

地名の歴史と由来／「宮前」の地名 幸田有美子（杉並区立郷土博物館分館）

地名の変遷

区内にのこる井口家の足跡
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現在の「宮前」
※当センターの対象地域を示しています。

主要参考文献
『杉並区立郷土博物館常
設展示図録』（平成27年
10月・杉並区立郷土博物
館）
森泰樹『杉並風土記　下
巻』（平成元年5月・杉並区
郷土史会）
文化財シリーズ10『杉並
の民家その二 井口家の長
屋門』（昭和50年3月・杉並
区教育委員会）

写真2	解体前の「井口家の長屋門」昭和49年当時（杉並区立郷土博物館蔵）

写真1	「春日神社」の社号標と並ぶ
	 「大宮前鎮守」の石碑（筆者撮影）

軍人町と2.26事件
　昭和11年2月26日、上荻にあった陸軍の教育総監・
渡辺錠太郎の私邸を反乱軍の将兵が襲いました。荻窪
が昭和史の舞台になった事件は長く人々の記憶に残り
ましたが、その背景には軍人が多く居を構えた戦前の
住宅地・荻窪の姿がありました。
　講師は、父も祖父も軍人で、生家は渡辺邸のすぐ近
くという寺田格郎氏。独自の調査に自らの思い出を交
え、事件の周辺、荻窪に住んだ軍人たちについて貴重
な話を披露しました。退役軍人が多く住んだところは
｢胴村｣（首になって胴だけになったという意味）と呼

ばれたなどもその一
つです。来場者から
は、｢幼い頃の思い
出が甦った｣ ｢なか
なか聞けない話が聞
けた｣ ｢事実を聞け
てよかった｣ などの
声が聞かれました。
　なお、この講座には60人の定員に対し147名の応募
があったため、抽選を行い、半数近くの方にご遠慮願
わざるを得なかったことを誌面を借りてお詫びいたし
ます。

「荻窪の記憶」③ 講座報告

　2月25日(土)、26日(日)、恒例のアート展が
開催され、天候にも恵まれて、約960名の方々が
来場されました。
　グループや個人の方々からは、多彩な分野に多
数の作品を展示いただきました。近隣保育園・幼
稚園の園児の作品には、「絵や書の表現が生き生
きしていて素晴らしい」との声が寄せられ、スタ
ンプラリーの抽選コーナーは子供達で終日大賑わ
いでした。
　また、今回は、棟方志功から寄贈された作品を
所有する天沼中学校のご協力により、同氏の作品
を展示しました。鑑賞した人々から「巨匠の作品
を見られる貴重な機会だった」と喜ばれました。
　皆さまのご協力ありがとうございました。

第38回
イベント報告アート展報告

保育園・幼稚園園児作品展示

棟方志功版画展示

写真展示
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